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本誌の担当となり最初に立てた企画が2014年9月号
の『ナイチンゲールアップデート』でした。若気の至り
か、思い切って小玉香津子先生にお手紙を差し上げ、
「なぜ今日もナイチンゲールなのか」の記事をご執筆
いただきました。そこには、「日本の場合は右手に『看
護 覚え書』、左手に『看護の基本となるもの』といった
事態下で、ナースたちは看護についてぐっとわかるよう
になったのではなかったか」という言葉があります。こ
の左手の重みを、あらためて感じる吉田先生の記事と
なりました。プレゼントキャンペーンも、ぜひご応募くだ
さい。（番匠）

「メンターとコーチはどう違うのだろう」そんな素朴な
疑問が浮かびました。取材を進めるなかで、コーチは
比較的短期間の指導者、メンターは長期間、場合に
よっては生涯にわたって「伴走」してくれる存在という
ことがわかりました。私はこの「伴走」という言葉が好
きです。寄り添って背中を押してくれるような優しい響
きを感じるからです。皆様にも伴走してくれるすばらし
いメンターとの出会いがあることをお祈り申し上げます。
（野中）

特集2では、上手なコミュニケーションをとるための方
法とは趣向を変え、今の学生をとらえ、コミュニケー
ションを見つめ直すことに着目しました。仲嶺先生が
原稿内で「学生の姿をとらえるには学生を『見る』しか
ない」と述べられ、何か大切なピースを忘れていなかっ
たかと胸を打たれた気分です。澤海先生は社会心理学
が専門で、「いじり」「コントロール方略」「シャイネス」
など、興味深い研究をされています。ほか、新田先生、
堀田先生、秋山先生からさまざまな示唆に富む寄稿を
頂戴しました。ぜひご一読くださいませ。（坂元）
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卒後の移行期支援を考える
移行期支援の意義と展望
佐藤紀子

慈恵会医科大学の移行期支援　アンケート調査からみえた課題と展望
高橋衣／中尾みさ子／務臺理恵子／山本伊都子／海老原樹恵

師長が語る背景と展望
小嶌順子

教員が語る背景と展望
浅川友祈子／伴美智子／那須詠子／柳原和代

京都橘大学の移行期支援　　野島敬祐
卒業生の経験と思い　　林 果実

鹿児島医療技術専門学校の移行期支援　　花園千恵子
卒業生の経験と思い　　鹿島三千代

社会医療法人愛仁会の移行期支援　　増山路子
卒業生の経験と思い　　川口奏恵／田原侑弥
焦点

【鼎談】 地元と連携し創成をめざす看護系大学および看護系大学協議会の 
取り組み　　綿貫成明／山本あい子／三重野英子／坂下玲子／西村ユミ

巻頭インタビュー

Message from Overseas 海外からのメッセージ　
連載

看護教員のつぶやき　第4回 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････小池祥太郎

この養成所のここが気になる！Vol. 6釧路労災看護専門学校 ･･･････････池西靜江／杉山好美

臨床判断能力の育成！
実践的な思考を促す事例づくり試案　第6回 ････････････････････････････奥 裕美／畠山有希

情報処理・パソコンリテラシーの授業展開
ICTを活用するための基礎的能力育成に向けて　第6回 ････････友滝 愛／［監修］政岡祐輝

臨床倫理を映画で学ぼう！ plus　第6回 ････････････････････････････････････････････････浅井 篤
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特集　�地域とつながる看護教育 特集　�新カリキュラムに込めた想いと展望

特集1 　［特別対談］看護教育のこれからを語る
特集2 　�領域連携にむけて知っておきたい�

看護教育のキーワードと実践

特集　�教育機関と医療機関の協働による�
「これからの実習」

第5次指定規則改定では地
域・在宅看護論が新設される
など、看護基礎教育におい
て、地域の重要性が着目され
るようになっています。カリ
キュラム全体を通して、より
地域で活躍できる看護師の育
成を重視した教育機関の取り
組みや、今後広がる実習先に
ついてご紹介いただきまし
た。

専門学校や大学、高等学校な
どさまざまな教育機関の先生
にご登場いただき、地域性や
学校の設立趣旨、理念などの
特徴をふまえた新カリキュラ
ムの内容に加えて、これから
の展望について紹介いただき
ました。

特集1では、さまざまな立場
で看護基礎教育に携わられて
いる先生方に、これまでの教
育や現状を振り返るととも
に、今後の展望について対談
形式でお話しいただきまし
た。／特集2では、各看護学
領域を指導されている先生方
に、国家試験や教科書の内容
などもふまえて、近年の教育
内容を紹介いただきました。

神戸大学病院医学部附属病院
で開発された模擬電子カルテ
シあステムを用いた複数施設
の取り組みを、教育機関・医
療機関の両側から解説。コロ
ナ禍の経験を経た「これから
の実習」について考えます。

特集　�「臨床判断モデル」のさらなる展開
	 基礎教育から臨床、訪問看護の現場まで

クリスティーン・タナー先生が2006年に発表し
た論文「Thinking Like a Nurse: A Research-
Based Model of Clinical Judgment in 
Nursing」で、看護師の臨床判断がモデルとし
て表現されました。特集では、網羅性よりも、
看護師のその場、そのときの思考に着目した、
このモデルの意義を再確認するとともに、基
礎教育や現場でのさまざまな活用事例、また、
2022年に新たに示されたモデルの改変ポイ
ントについても解説していただきました。
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